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令和元年度　第６回全体庁議（８月６日開催）

（18）おびひろ上下水道ビジョン2020について[上下水道部]審議 ・ 報告

　■　提案・報告の趣旨

　上下水道の長期構想として、平成22年に「おびひろ上下水道ビジョン2010」を策定した。
　令和２年の次期ビジョン策定に向け、公営企業経営審議会において審議されている骨子案の内容について、令和元年８月28
日の建設文教委員会に報告するもの。

　今年度の計画策定に向けて作業を進める。

　・令和元年８月　　　建設文教委員会報告
　・令和元年９月　　　公営企業経営審議会答申
　・令和元年11月　　　建設文教委員会報告（原案）
　　　　　　　　　　　公営企業経営審議会報告（原案）
　・令和元年12月　　　パブリックコメント
　・令和２年２月　　　建設文教委員会報告（案）
　　　　　　　　　　　公営企業経営審議会報告（案）

　同内容で、８月28日の建設文教委員会へ報告することが了承された。

・特になし

　■今後のスケジュール

　■　審議結果

　■　その他、指摘事項等

　■　提案・報告の主な内容(概要)

１．策定の趣旨
　今後の人口減少などによる水需要の低下に伴う料金収入の減少や、施設・管路の老朽化のほか、災害対策などに対応するた
め、上下水道事業の将来の方向性を示す基本的な指針として、策定するもの。

２．位置付け
　国の上下水道ビジョンなどを踏まえ、「第七期帯広市総合計画」の上下水道に関する分野別計画として、策定するもの。

３．計画期間
　2020（令和２）年度から2029（令和11）年度までの10年間。

４．上下水道事業の現状と課題
　水需要の低下に伴う収入の減少、施設の老朽化に伴う更新費用の増大、近年多発している自然災害対策、人材育成と技術の
継承、健全で安定的な経営の維持。

５．基本理念
　「未来につなぐ 信頼される 上下水道」

６．目標設定
　現行ビジョンの指標を一部、厳格化し、さらなる普及率・整備率の向上を目指す。

７．目指すべき方向・基本方針・実施施策
　「安全」「強靭」「持続」という３つの目指すべき方向を設定し、現行ビジョンの施策体系を整理し、７つの基本方針と17の実施施
策とする。

８．収支計画
　令和２年度からの農村部の上下水道との一元化を踏まえ、今後10年間の収支計画を作成する。


